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2020年（令和２年）11月　王寺町議会だより　第135号 本会議トピックス

【令和２年　第３回（９月）定例会】
会　期　令和２年９月７日～１６日（１０日間）

専決処分事項の報告（２件）・人事案件（３件）・決算認定（６件）
補正予算（２件）・条例制定（１件）・条例改正（３件）・契約議決（２件）
決算特別委員会の設置（１件）・決算特別委員会の委員の選任（１件）
意見書（１件）   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２２件

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
千

２
８
３
万
１
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
１
５
６
億
４
千

３
０
２
万
９
千
円
と
す
る
も

の
。
国
や
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止

し
、
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住

民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
感
染
症
対
策
事

業
の
追
加
に
係
る
経
費
を

補
正
。
内
容
は
８
・
10
ペ
ー

ジ
に
記
載
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
充
当
事
業
を
参

照
（
７
月
10
日
専
決
処
分
）

【
決
算
特
別
委
員
会
】

〈
６
案
件
〉

●
「
一
般
会
計
」・「
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
」・「
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
」・「
下
水
道
事
業
特

別
会
計
」・「
介
護
保
険

特
別
会
計
」・「
水
道
事

業
会
計
」
の
決
算
認
定

　

法
改
正
に
よ
り
、
個
人

番
号
の
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
通
知

カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
の

条
文
を
削
る
ほ
か
、
必
要
な

条
文
整
理
を
行
う
も
の
（
５

月
25
日 

専
決
処
分
）

義
務
教
育
学
校
の
設
置
検

討
調
査
研
究
特
別
委
員
会

（
第
７
回
委
員
会
）

　

９
月
14
日
に
開
催
し
各
Ｐ

Ｔ
の
進
捗
状
況
の
説
明
の
う

ち
、
そ
の
主
な
も
の
を
掲
載

（
教
育
課
程
Ｐ
Ｔ
）

〇
各
教
科
等
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
案
）
に
つ
い
て
は
、
国
語
、

社
会
、
算
数
・
数
学
、
生
活
、

理
科
、
外
国
語
は
完
成
し
、

現
在
、
こ
れ
ら
以
外
の
教
科

等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
案
）

を
作
成
中

〇
す
べ
て
の
外
国
語
科
授
業

で
教
科
担
任
制
を
実
施
（
町

内
５・６
年
生
）

〇
個
別
最
適
化
学
習
の
取
組

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
分
析
に
よ
る

取
組
を
実
施
（
王
寺
南
小
学

校
５・
６
年
生
、
王
寺
小
学

校
４
年
生
、
王
寺
北
小
学
校

５
年
生
）

〇
県
の
教
科
担
任
制
加
配
制

度
を
活
用
し
、
町
内
６
年
生

の
理
科
の
授
業
で
専
科
指
導

議
会
改
革
特
別
委
員
会

（
第
８
回
委
員
会
）

　

８
月
24
日
に
開
催
し
「
議

会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
導

入
に
か
か
る
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
予
定
」
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
説
明
を
受
け

る
。
配
線
工
事
や
設
備
機
器

設
置
が
す
べ
て
完
了
し
、
今

後
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

視
聴
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報

を
行
う
と
の
こ
と
。
議
会
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
は
、
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
住

民
皆
様
に
審
議
内
容
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
、
議
会
と

町
政
へ
の
理
解
と
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
今
後
も
「
審

議
内
容
が
分
か
り
や
す
い
議

会
」、「
町
へ
の
関
心
が
高
ま

る
議
会
」、「
緊
張
感
の
あ
る

議
会
」
を
め
ざ
し
、
議
会
改

革
を
推
進
す
る
。

　

事
後
審
査
型
条
件
付
一

般
競
争
入
札
の
結
果
、
㈱

中
西
製
作
所
大
阪
支
店
が

落
札
し
、
１
億
５
千
７
１
０

万
１
千
７
８
０
円
（
消
費
税

込
）
で
契
約
す
る
も
の

　

事
後
審
査
型
条
件
付
一

般
競
争
入
札
の
結
果
、
村

本
建
設
㈱
奈
良
本
店
が
落

札
し
、
18
億
７
千
５
５
０
万

円
（
消
費
税
込
）
で
契
約
す

る
も
の

　

人
権
擁
護
委
員
の
川
口

哲
葊
氏
が
12
月
31
日
付
け

で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

引
き
続
き
、
委
員
と
し
て
推

薦
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
１
月
１

日
～
令
和
５
年
12
月
31
日

　

令
和
元
年
度
の
各
会
計

決
算
の
審
査
を
行
う
た
め

に
設
置
。
議
長
及
び
議
会

選
出
監
査
委
員
を
除
く
全

議
員
（
10
名
）
を
委
員
に

選
任
す
る
も
の

　

王
寺
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
大
西 

勉
氏
が
令
和
２
年
９
月
23

日
付
け
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
新
た
に
、
森 

彰

氏
を
委
員
と
し
て
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
２
年
９
月
24

日
～
令
和
５
年
９
月
23
日

　

王
寺
町
教
育
委
員
の
巽 

彰
氏
及
び
池
島
德
大
氏
が

９
月
30
日
付
け
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続

き
、
委
員
と
し
て
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
２
年
10
月
１

日
～
令
和
６
年
９
月
30
日

令
和
２
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
・
承
認
】

王
寺
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
・
承
認
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て【原

案
可
決
】

【
仮
称
】
王
寺
義
務
教

育
学
校
（
北
）
厨
房
機

器
設
置
工
事
の
請
負
契

約
に
つ
い
て【原

案
可
決
】

【
仮
称
】
王
寺
義
務
教

育
学
校
（
南
）
大
規
模

改
造
工
事
等
の
請
負
契

約
に
つ
い
て【原

案
可
決
】

王
寺
町
教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
同
意

　
【
原
案
同
意 
】

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

【
原
案
推
薦
】

決
算
特
別
委
員
会
の

設
置
・
委
員
の
選
任

【
原
案
可
決
】

王
寺
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

【
原
案
同
意
】

人
事
案
件

特
別
委
員
会
の
設
置

委
員
会
付
託
案
件

専
決
処
分
事
項
の
報
告

契
約
議
決

9月
定例会

本
会
議（
９
月
７
日
）

本
会
議（
９
月
16
日
）

閉
会
中
の
報
告

会
期
中
の
報
告

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

〈
１
案
件
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

〈
５
案
件
〉

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

●
王
寺
町
手
話
言
語
条
例

の
制
定

●
王
寺
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
王
寺
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
王
寺
町
介
護
保
険
条
例

及
び
王
寺
町
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

等
を
実
施

〇
５・６
年
生
を
中
心
に
体

育
に
つ
い
て
中
学
校
教
員
の

乗
り
入
れ
授
業
を
実
施

〇
「
子
ど
も
と
向
き
合
う
た

め
の
時
間
」
や
「
教
職
員
の

働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
授

業
の
質
等
の
向
上
の
た
め
の

時
間
」
の
創
出
に
向
け
た
授

業
時
数
、
日
課
表
（
案
）
を

作
成
し
、
開
校
時
の
円
滑
な

運
用
を
目
指
す

（
総
務
Ｐ
Ｔ
）

〇
来
年
度
か
ら
新
制
服
の
購

入
が
可
能
。
鞄
は
ラ
ン
ド
セ

ル
を
含
め
、
全
学
年
背
負
え

る
タ
イ
プ
で
あ
れ
ば
自
由

〇
「
校
歌
」
は
、
歌
詞
を
公

募
し
作
成

〇
「
校
章
」
は
、
現
在
の
校

章
を
使
用
又
は
修
正

（
施
設
設
備
Ｐ
Ｔ
）

〇
北
の
新
築
工
事
は
、現
在
、

基
礎
工
事
等
を
施
工
中

〇
南
の
大
規
模
改
造
工
事
等

の
工
期
に
つ
い
て
、
王
寺
南

小
学
校
は
２
期
、
王
寺
南
中

学
校
は
３
期
に
分
け
、
５
年

意

見

書

※
意
見
書
は
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
の
視
聴
方
法
は
裏
表

紙
に
掲
載

【
追
加
議
案
】

議案名 結　果
（報第 11 号）〔専決処分事項の報告〕令和２年度王寺町一般会計補正予算（第６号）について

承　 認
（報第 12 号）〔専決処分事項の報告〕王寺町手数料徴収条例の一部を改正する条例について
（議第 55 号）王寺町教育委員会の委員の任命同意について 同　 意
（議第 56 号）人権擁護委員の推薦について 推　 薦
（議第 57 号）王寺町固定資産評価審査委員会の委員の選任同意について 同　 意
（発議第 8号）令和元年度王寺町決算特別委員会の設置について

原案可決

（発議第 9号）令和元年度王寺町決算特別委員会の委員の選任について
（議第 61 号）令和元年度王寺町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
（議第 64 号）令和２年度王寺町一般会計補正予算（第７号）について
（議第 65 号）令和２年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
（議第 66 号）王寺町手話言語条例の制定について
（議第 67 号）王寺町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
（議第 68 号）王寺町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
（議第 69 号）王寺町介護保険条例及び王寺町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
（発議第 10 号）新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について

全会一致の議案【第３回定例会】議決結果（９月7日・16日）

近
く
か
け
て
施
工

※
そ
の
他
、
左
記
２
件
の
契

約
議
決
の
説
明
を
受
け
る
。
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2020年（令和２年）11月　王寺町議会だより　第135号

議　　案　　名 結　果

玉
守　

数
叔

若
林　

か
ず
み

坂
下　

早
苗

北
村　

達
夫

小
山　

郁
子

大
久
保　

一
敏

沖　

優

子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉　

文
枝

楠

本　

勝

幡
野　

美
智
子

（議第 58 号）令和元年度王寺町一般会計歳入歳出決算の
認定について

原案承認

〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

（議第 59 号）令和元年度王寺町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

（議第 60 号）令和元年度王寺町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

（議第 62 号）令和元年度王寺町介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

（議第 63 号）令和元年度王寺町水道事業会計利益の処分
及び決算の認定について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

（議第 70 号）【仮称】王寺義務教育学校（北）厨房機器設
置工事の請負契約について

原案可決
〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

（議第 71 号）【仮称】王寺義務教育学校（南）大規模改造
工事等の請負契約について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）起立採決の議案

本会議トピックス

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民生活への不安が続いている中で、
地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策など喫緊の財政需要へ
の対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財政は、かつてない厳しい状況になることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。

記
１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。その際、臨時財政対

策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。
２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額を確保すること。
３　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じるとともに、減収補填

債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。
４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制については、

積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。
５　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産を含め、

断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本来国庫補助金等に
より対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和２年９月７日
王　寺　町　議　会

意見書提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再
生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

■本会議において、下記の意見書の提出が可決されました。意 見 書

討 論

【第３回定例会】議決結果（９月１６日）

本決算は支払い能力を超える高すぎる保険料がさらに引き
上げられている。また、均等割は廃止すべきである。

コロナ禍において、３密を避けなければならない中、義
務教育学校（北）は児童生徒数が千人を超えるマンモ
ス校になるため反対。高齢者優待入浴券やバス乗車券
については１回１００円の自己負担は廃止すべき。また、
施設使用料が引上げられたことによる使用取り止めな
どにより住民の文化の向上や体力保持の支障となるた
め反対。

本医療制度は医療費削減を推し進められる中で、高齢者へ
の自己負担増を強いるものであり反対する。

保険料割合は所得が低いほど高い。また、個別性が高い
介護労働を画一化した保険者機能強化推進に反対する。

新設加入金は利益余剰金として積立て、必要な時の補填財
源として確保すべき。水道料金の引下げを求め反対する。

義務教育学校（南）について、王寺南小学校へ通うことにな
る最高学年の４年生がリーダーシップを発揮できるのか、ま
た、工事期間中に登校する児童生徒のストレスが心配。

幼・小・中学校の献立がそれぞれに対応可能か。大量の給食を作る
ので、これまでどおり伝統食や行事食などの対応が可能か、また、調
理員さんの給食を作る姿が見えない学校は、食育上の課題がある。

高齢化の進展や生活習慣病の増加に伴い医療費が増加して
いる中、健全な決算となっている。

６項目の「まちづくり目標」に基づき、必要な事業を積
極的に実施された。財政面では財政健全化判断比率は
すべて健全な数値を維持されている。住民が愛着と誇
りを持ち、「県内トップの暮らし満足度」のまちを目指
し、積極的な財源確保と適切な予算執行に努められ、令
和元年度も昨年度を上回る黒字決算であった。

奈良県後期高齢者医療広域連合と連携して事業運営にあた
られ、予算執行も含め、事務が適正に遂行されている。

高齢者の自立支援、重度化防止に向けた取組みなど、第７
期介護保険事業計画に基づき取組みされた。

新設加入金の運用で老朽管改良工事等を計画的に行い、
災害時に水道水を供給できるよう自家発電設備を設置した。

これまで特別委員会において具体的な改修内容や工事概要
などについて説明を受けた。義務教育学校の１日も早い開校
のため、今後も工事を確実に進める必要がある。

経費削減の工夫をしながら、計画どおり着実に事業を進めら
れている。義務教育学校の開校を待ち望んでおられる方も
多いことから、今後も工事を確実に進める必要がある。

幡野美智子 議員 小山　郁子 議員

幡野美智子 議員

幡野美智子 議員 小山　郁子 議員

小山　郁子 議員 小山　郁子 議員

大久保一敏 議員

松岡まさゆき 議員

楠本　勝 議員

若林かずみ 議員 玉守　数叔 議員

玉守　数叔 議員 坂下　早苗 議員

反対討論 反対討論

反対討論

反対討論 反対討論

反対討論 反対討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論 賛成討論

賛成討論 賛成討論

令和元年度王寺町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和元年度王寺町一般会計
歳入歳出決算の認定について

令和元年度王寺町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和元年度王寺町介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和元年度王寺町水道事業会計
利益の処分及び決算の認定について

【仮称】王寺義務教育学校（南）
大規模改造工事等の請負契約について

【仮称】王寺義務教育学校（北）
厨房機器設置工事の請負契約について

第5回臨時会
１０月３０日
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　臨時会は、必要があると
き、特定の事件に限り、これ
を告示し、その事件を審議
するために招集される議会
です。
　定例会は、条例で定める
回数（王寺町は年４回）招
集されるが、臨時会は必要
があれば回数に制限なく開
くことができます。

臨時会とは

・補正予算（1 件）
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一般会計決算額令和元年度

９
月
９
日
・
10
日　

令
和
元
年
度 

各
会
計
の
決
算
を
審
査

決
　
算

原案
認定

98億8千549万1千円

93億8千82万7千円

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ９８億８千５４９万１千円 ９６億６千７３５万９千円 ２．３
歳 出 総 額 ９３億８千８２万７千円 ９２億６千８１７万円 １．２
歳 入 歳 出 差 引 額 ５億４６６万４千円 ３億９千９１８万９千円 ２６．４
翌年度へ繰越すべき財源 ７０９万３千円 １億１千３万円 △９３．６
実 質 収 支 額 ４億９千７５７万１千円 ２億８千９１５万９千円 ７２．１

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ２３億８千４６７万５千円 ２４億６千６０５万６千円 △３．３
歳 出 総 額 ２３億８千４１０万６千円 ２４億２千７３９万１千円 △１．８
歳 入 歳 出 差 引 額 ５６万９千円 ３千８６６万５千円 △９８．５
翌年度へ繰越すべき財源 －
実 質 収 支 額 ５６万９千円 ３千８６６万５千円 △９８．５

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ３億７千３７２万９千円 ３億４千４６８万円 ８．４
歳 出 総 額 ３億７千１６２万８千円 ３億４千４１２万１千円 ８．０
歳 入 歳 出 差 引 額 ２１０万１千円 ５５万９千円 ２７５．８
翌年度へ繰越すべき財源 －
実 質 収 支 額 ２１０万１千円 ５５万９千円 ２７５．８

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ７億９千２３１万１千円 １０億１千８６５万円 △２２．２
歳 出 総 額 ７億９千８８万９千円 １０億９９９万円 △２１．７
歳 入 歳 出 差 引 額 １４２万２千円 ８６６万円 △８３．６
翌年度へ繰越すべき財源 －
実 質 収 支 額 １４２万２千円 ８６６万円 △８３．６

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
歳 入 総 額 １９億２千５４４万７千円 １８億８千９０１万９千円 １．９
歳 出 総 額 １８億５千１８０万２千円 １８億４千７８７万１千円 ０．２
歳 入 歳 出 差 引 額 ７千３６４万５千円 ４千１１４万８千円 ７９．０
翌年度へ繰越すべき財源 －
実 質 収 支 額 ７千３６４万５千円 ４千１１４万８千円 ７９．０

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
収 入 総 額 ６億２千４０６万６千円 ６億１千８１７万８千円 １．０
支 出 総 額 ５億５千８８６万６千円 ５億６千８２８万４千円 △１．７
収 支 差 引 額 ６千５２０万円 ４千９８９万４千円 ３０．７
実 質 収 支 額 ４千６１８万７千円 ４千５０４万３千円 ２．５

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ４７１万３千円 ５１０万３千円 △７．６
歳 出 総 額 ４２６万８千円 ４６９万２千円 △９．０
歳 入 歳 出 差 引 額 ４４万５千円 ４１万１千円 ８．３
翌年度へ繰越すべき財源 －

実 質 収 支 額 ４４万５千円 ４１万１千円 ８．３

区   分 令和元年度 平成３０年度 増減率（％）
収 入 総 額 ８千１８５万９千円 ３千９７６万５千円 １０５．９
支 出 総 額 ２億８千９７０万６千円 １億２千３４０万４千円 １３４．８
収 支 差 引 額 △２億７８４万７千円 △８千３６３万９千円 △１４８．５

【　一　般　会　計　】

【国民健康保険特別会計】

【後期高齢者医療特別会計】

【下水道事業特別会計】

【介護保険特別会計】

【 水 道 事 業 会 計 】

（介護保険事業）

（収益的収支）

（介護サービス事業）

（資本的収支）

＜令和元年度　決算特別委員会委員＞
・委員長：北村　達夫　・副委員長：小山　郁子
・委　員：議長及び議会選出監査委員を除く全議員

「令和元年度王寺町土地開発公社」、「令和元年度王寺地域振興株式会社」、
「令和元年度王寺都市開発株式会社」の決算報告を受けています。

挙手多数　認定

挙手多数　認定

挙手多数　認定

全会一致　認定

挙手多数　認定

挙手多数　認定

歳入

歳出

報告事項
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総
務
文
教
９
月
１１
日　

補
正
予
算
を
審
査
・
各
種
報
告
受
理

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、６億６千５８７万３千円を増額し、総額１６３億８９０万２千円とする
もの。主なものは下記のとおり

【歳出】財政調整基金積立金（４億３千９５７万２千円）
ＧＩＧＡスクール構想への支援事業（５千９１１万５千円）
国庫及び県費負担金等過年度精算に伴う返還金（４千８０５万８千円）
職員人件費（新規採用等による補正）（４千５０６万円）など

【歳入】前年度繰越金（４億９千７５６万円）
普通交付税（９千６９６万８千円）
ＧＩＧＡスクール構想にかかる補助金（３千６０万１千円）など

【1 次分】
① 学校の臨時休業期間中における準要保護世帯への給食費相当分補助　完了
② 簡易な学校給食の無償提供（７・８月分）完了
③ 学習動画視聴環境の整備（ＤＶＤ再生機器の貸与等）　完了
④ 図書カード配布（３歳児～小中学生）完了
⑤「冒険の森 in おうじ」利用料半額助成（町内在住の小学生から高校生と
　その保護者が対象）の期間延長を検討中 （当初の期間は９月３０日まで）

【２次分】
① 簡易な学校給食の無償提供期間の拡大（６月１５日～３０日分）、内容の見直しによる単価引上げ　完了
② 児童生徒の端末、遠隔学習の機器を令和２年度中に整備予定
③ 避難所における感染拡大防止対策として町内指定避難所（１１箇所）に必要な備品を設置予定
（段ボールベッド、ワンタッチテント、サーキュレーターなどは８月末時点でほぼ納品済で、各避難

所に配備）

【補正予算】

【報　　告】

令和２年度王寺町一般会計補正予算（第７号）について

「地方創生臨時交付金」充当事業の進捗状況について

【全会一致　可決】く
ら
し
環
境
９
月
１１
日　

補
正
予
算
・
条
例
制
定
・
条
例
改
正
を
審
査 

各
種
報
告
受
理

【補正予算】

【条例制定】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、３千２０８万４千円を増額し、総額２１億５千１２３万２千円とするもの

〇最終給付結果
申請済世帯数（１万４８１世帯）・給付率（９９．６％）・給付総額（２４億１千５００万円）
※未申請者へ申請書を再送付（２回）され、それでもなお未申請の方については訪問を実施

〇修学旅行について
・小学校 　公共交通機関は利用せず、バスを使用し１１月に実施予定
・中学校 　３学期末に「卒業遠足」として日帰り旅行を検討中

〇運動会について（幼稚園・小学校・中学校）
・実施時間を短縮、競技種目を絞る。保護者の参観人数を制限するなど、運動場が密集・密

接状態にならないよう工夫して１０月に実施予定

〇義務教育学校の開校に伴い、令和４年３月末で廃校予定の王寺北小学校の跡地の有効活用
を検討するにあたり、行政内部だけで検討するのではなく、民間の事業者から広く意見と提
案を求めるもの

〇提案の条件として、「北小学校体育館の避難所機能の維持」を掲げている
〇令和３年１月に参加事業者からの提案を受け、３月に公表予定
〇委員会の要望　最終的な方針決定までの間に、住民の意見を聴く機会を設けるよう要望

【趣旨】
手話が言語であることの認識に基づき、手話への理解の促進及び手話の普及並びに地域にお
いて手話を使用しやすい環境づくりのため基本理念を定めるもの

【目的】
① 町の責務並びに町民及び事業者の役割の明確化
② 手話に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図ること

【主な内容】
「基本理念」、「町の責務」、「観光旅行者その他の滞在者への対応」、「災害

時の対応」、「学校等における理解の促進」など
【主な取組】

「手話奉仕員養成講座の充実」、「イベントなどでの手話体験コーナーの設置」、「広報紙での手
話に関する記事の連載・町公式サイトでの手話動画の配信」、「職員研修」など

【施行期日】
　公布の日

【趣旨】
　厚生労働省令の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの

【主な改正内容】
① 家庭的保育事業者等による連携施設の確保義務の緩和

➡家庭的保育事業者等は、卒園後の受入先である連携施設を適切に確保
しなければならないとされているが、一定の条件を満たせば、連携施設の確保を不要とするもの

② 居宅訪問型保育事業に係る規定の明確化
➡居宅訪問型保育事業者が母子家庭等の乳幼児に保育を提供する場合について、保育を

提供できる対象を明確化するもの
【施行期日】

　公布の日

【趣旨】
　内閣府令の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの

【主な改正内容】
　「王寺町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」の①と同じ

【施行期日】
　公布の日

【趣旨】
　地方税法の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの

【主な改正内容】
　延滞金の割合の規定について名称変更するもの（「特例基準割合」➡「延滞金特例基準割合」）

【施行期日】
　令和３年１月１日

令和２年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

特別定額給付金の給付結果について

学校諸行事の実施について

王寺北小学校跡地利用に係るサウンディング市場調査について

王寺町手話言語条例の制定について

王寺町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

王寺町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

王寺町介護保険条例及び王寺町後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】
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【報　　告】

（下水道事業）
○汚水２１－３－５号線管渠築造工事（畠田４丁目）

➡下期発注予定
（上水道事業）

○第１浄水場解体撤去工事（元町１丁目）
➡９月１５日入札予定（事後審査型条件付一般競争入札）

○張井地区配水管改良工事 １工区（本町１丁目）
➡進捗率：約９０％

○張井地区配水管改良工事 ２工区（本町１丁目）
➡９月１７日入札予定

○本町２丁目地内配水管改良工事（本町２丁目）
➡下期発注予定

○国道１６８号配水管布設工事（畠田４丁目地内）
➡下期発注予定

○原因
介護保険料の計算処理後のデータを日本年金機構へ
送信する業務を漏らしたことにより、８月１４日に支給さ
れた年金から天引きする介護保険料が誤徴収となった

○対応
対象者全員にお詫び文書、返金となる被保険者には
返金口座の申請書、追加納付となる被保険者には納
付書を送付

○再発防止策
・係員が各種処理の意味・重要性を再認識し情報共

有する
・マニュアルの再確認、チェックリストにより各種処理

を見える化し、重要なシステム操作は２人で行い上
司が確認

○メリット
➡水道料金抑制と老朽化施設の更新促進の効果がある

○削減見込額
➡約６６４億円（各市町村の浄水場の集約と送配水施設

の最適化で約２７２億円削減と広域化に伴う国からの
交付金約３９２億円）

○資産引継ぎの考え方
➡施設、資金、負債のすべての資産を持ち寄り、全体最

適化を目指す
○王寺町の財政シュミレーション

➡事業統合する方が町単独で経営するより給水原価も供
給単価も大きく抑えることができる

○今後の予定
➡統合に向けた協議検討を進める覚書を締結後、準備

作業を経て、令和７年から企業団を設立予定

○幼小の円滑な接続を推進
・義務教育学校入学後の学校生活をスムーズにし、子どもの

ストレスを軽減するためには、同じ幼稚園からの顔見知りの
友達ができるだけ沢山いた方が望ましい。

・１クラスの園児数のばらつきを１クラス25人程度に平準化し、
また、クラス替えができるよう、各学年２クラスを目指す。

○保護者の心配や不安を解消するためのＱ＆Ａを作成するな
ど、今後も丁寧な説明を重ね、令和４年４月に２園への再
編ができるよう、準備を進める

○対象者
新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者のため自宅待機
を要請された王寺町民及びその同居家族の方で、親族や
知人等による支援が受けられない方

○期間・利用回数等
・自宅待機を要請されている期間（最大２週間まで）
・１週間のうち２回を限度（１日１回）
・買い物代行サービスの１回あたりの購入額は３千円程度と

し、役場職員が対象者の自宅に届ける

県域水道一体化について

町立幼稚園の園区の見直しについて
（義務教育学校の校区に合わせて３園から２園に再編）

買い物代行・医薬品の代理受取サービスについて

令和２年度王寺町公共下水道事業及び
上水道事業の進捗状況について

介護保険料の誤徴収について

【1 次分】
① 水道料金（基本料金）の減免（７月分～１０月分）

➡料金システムを改修後、７月分の減免を実施、８月から１０月分も減免予定
② ひとり親家庭等臨時給付金（児童１人２万円・１８６世帯２８８人に支給）　完了
③ テイクアウト、デリバリー等事業者の販売促進支援事業（プレミアム商品券発行）

➡町内３９の登録事業者のうち、３４事業者分が完売（各事業所売り切れ次第終了）
④ 休業等協力金（県の休業要請に応じた町商工会加盟会員で町に納税のある事業者に一律１０万円を支給）

➡申請期間：６月１日～１０月３１日（報告日現在、申請数２５件）
⑤ 商工会員に対する個別相談会の開催（中小企業診断士による各種事業の申請等の相談）

➡７月に実施（次回は１０月実施予定）
⑥ 高齢者へのマスク配布（７５歳以上の方に１人５０枚配布）完了
⑦ 感染防止対策用物品の購入（マスク、手指消毒用アルコール、非接触型体温計、フェイスガードなどの購入）

➡購入済。マスク及び手指消毒用アルコールは必要に応じて追加購入。
【２次分】

① 地域振興券の配布事業（全住民に町内で使用できる地域振興券〔１人１万円分〕を郵送で配布　完了
② 新生児への特別定額給付金事業（国の特別定額給付金〔１人１０万円〕の対象外となる令和２年４月２８日から令和

３年３月３１日までに生まれた新生児が対象）
➡７月３１日までに出生届を提出された４２人に対して案内通知を送付、８月１日以降に出生届を提出された方は、窓口で個別に案内

【予備費充当分】　タクシー事業者向け新型コロナウィルス感染症対策支援事業
　➡申請件数３件

道路新設改良工事（50％）、舗装新設改良工事（65％）、
道路維持修繕工事（77％）、水路新設改良工事（25％）、
水路維持修繕工事（76％）　
全体で６９％の執行率

「地方創生臨時交付金」充当事業の進捗状況について

令和２年度町内要望土木工事の進捗状況について

①
住
民
が
公
共
施
設

を
利
用
す
る
に
あ
た

り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
と
る
た
め
、
通
常
よ

り
大
き
な
部
屋
を
使
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
、
本
来

使
用
で
き
る
部
屋
の
使
用
料

金
の
ま
ま
で
大
き
な
部
屋
を

使
用
す
る
と
い
っ
た
対
応
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
の

　
　
　
　
　
　
　

共
存
の
た
め
の
提
案

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　

積
極
的
に
取
り
組
む

教
育
総
務
部
長　

①

質
問
の
対
応
は
す
で

に
行
っ
て
お
り
、
一
部
屋

あ
た
り
の
人
数
を
制
限
し

て
い
る
期
間
中
は
、
利
用

者
の
負
担
に
配
慮
し
た
取

り
扱
い
を
継
続
し
て
い
く
。

②
行
事
の
内
容
や
視
聴
者

の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
効

果
の
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
い
く
。
高
齢
者

に
対
し
て
は
、
操
作
方
法

を
広
報
誌
に
掲
載
す
る
こ

と
な
ど
検
討
す
る
。
③
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

仕
組
み
を
考
え
、
年
度
内

の
導
入
に
向
け
て
検
討
を

進
め
る
。
現
在
、
視
覚
障

害
が
あ
る
方
に
対
し
て
は
、

点
字
図
書
、
朗
読
テ
ー
プ

が
あ
る
。

地
域
整
備
部
参
事
④
提
案

内
容
を
商
工
会
や
食
品
衛

生
協
会
に
伝
え
、
両
団
体

主
導
に
よ
り
事
業
者
の
環

境
が
整
え
ば
、
本
町
と
し

て
も
応
援
し
て
い
く
。
本

町
か
ら
も
両
団
体
に
対
し

て
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

特
に
商
工
会
に
は
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
生
か
し
て
、
よ
り
良

い
施
策
に
な
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

【
要
望
】
今
後
も
本
町
か
ら

積
極
的
に
働
き
か
け
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望

す
る
。

（質問議員　11名）

令和２年第３回定例会
（令和２年９月８日）

一般質問要旨

12月7日（月）
	 9時30分	 議会運営委員会
	10時00分	 本会議（議事上程等）
12月8日（火）
	 9時30分	 本会議（一般質問）
12月9日（水）
	 9時30分	 総務文教常任委員会
	13時30分	 くらし環境常任委員会
12月10日（火）
	10時00分	 義務教育学校の設置検討調査研究特別委員会
12月15日（火）
	 9時30分	 議会運営委員会
	10時00分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

12月議会を開催します
（令和２年第4回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の
要旨を掲載いたします。
　なお、右記のＱＲコードを読
み取りアクセスいただきますと、
一般質問の録画映像を視聴す
ることができます。

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。若林 かずみ 議員
（無所属）

で
き
な
い
か
。
②
本
町
の
行

事
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
で

き
な
い
か
伺
う
。
ま
た
、
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
行
事

に
つ
い
て
操
作
方
法
を
ど
の

よ
う
に
伝
え
る
か
伺
う
。
③

電
子
図
書
館
の
設
置
が
で
き

な
い
か
伺
う
。
ま
た
、
電
子

図
書
館
は
視
覚
障
害
の
あ

る
方
で
も
読
書
で
き
る
が
、

現
在
の
町
立
図
書
館
で
行
っ

て
い
る
視
覚
障
害
が
あ
る
方

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
伺
う
。
④

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

遵
守
し
て
い
る
事
業
者
に
ス

テ
ッ
カ
ー
の
配
布
が
で
き
な

い
か
伺
う
。
本
町
か
ら
も
商

工
会
や
食
品
衛
生
協
会
に

働
き
か
け
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
か
を
伺
う
。

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）

②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）

③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用下さい。（検索方法は裏表紙を参照願います。）

－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－
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住
民
福
祉
部
長　

①
様
々
な
業
務
が
重

な
っ
た
中
、
十
分
な
業
務
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
い

た
と
は
言
い
難
い
。
介
護
保

険
係
の
人
員
は
４
名
。
②
今

後
の
見
込
み
を
含
め
て
約

１
５
９
万
円
で
介
護
保
険
特

別
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る
。

８
月

１４
日
支
給
の
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
介
護
保
険
料
（
年
金
特
別

徴
収
）
に
誤
徴
収
が
あ
っ
た
。

原
因
は
、
天
引
き
す
る
介
護

保
険
料
の
計
算
後
の
デ
ー

タ
を
日
本
年
金
機
構
へ
送

信
す
る
手
順
を
誤
っ
た
た
め

で
、
そ
の
結
果
、
６
月
天
引

町
立
幼
稚
園
の
園
区

の
見
直
し
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
学
識
経
験
者

や
保
護
者
等
で
構
成
さ
れ

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

で
協
議
さ
れ
て
い
る
と
説
明

を
受
け
て
い
る
。
再
編
成
の

時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
、

ま
た
、
決
定
さ
れ
た
方
針
内

介
護
保
険
料
の
誤
徴
収
に
つ
い
て

町
立
幼
稚
園
の

　
　
　
　
　

園
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

町
長　

子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
に
お
い

て
、「
幼
・
小
の
円
滑
な
接

続
を
推
進
す
る
た
め
、
義

務
教
育
学
校
の
校
区
に
合

わ
せ
た
園
区
の
見
直
し
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

ご
意
見
を
受
け
、
町
立
幼
稚

園
を
３
園
か
ら
２
園
に
再
編

し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み

園
庭
が
狭
い
と
い
っ
た
実
情

を
考
慮
し
て
王
寺
幼
稚
園

を
廃
園
し
た
い
。
園
区
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
年
度
当

初
に
予
定
し
て
い
た
保
護
者

説
明
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
で
開

催
で
き
ず
、
６
月
下
旬
か
ら

７
月
末
に
か
け
て
の
開
催
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
再
編

に
係
る
周
知
期
間
の
必
要

性
を
考
慮
し
、
園
区
の
見
直

し
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
４
月
を
前
提
に
見
直
す

こ
と
に
し
た
。
園
区
の
見
直

し
の
必
要
性
と
し
て
は
、
特

に
次
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ

る
。

①
１
ク
ラ
ス
25
人
程
度
（
国

の
基
準
35
人
以
下
）
に
平
準

化
さ
れ
、
１
学
年
２
ク
ラ
ス

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
」
の
交
付
対
象

者
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
保
持
者
（
１
級
か

ら
２
級
）、
奈
良
県
療
育
手

帳
Ａ
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）、
65

歳
以
上
の
要
介
護
２
以
上

の
方
に
限
ら
れ
、
身
体
障

害
者
手
帳
保
持
者
（
３
級

介
護
施
設
に
は
重
度

化
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
が
入
所
し
て
い
る
が

集
団
感
染
が
発
生
し
て
も

閉
鎖
で
き
な
い
た
め
感
染

予
防
の
徹
底
が
欠
か
せ
な

い
。
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
町
内
介
護
施
設
全
職
員

（
入
所
系
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

住
民
福
祉
部
長　

介

護
施
設
職
員
は
高
齢

者
の
生
活
の
維
持
に
不
可

欠
で
あ
る
。
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
は
国
・

県
が
責
任
を
持
っ
て
検
査

体
制
を
構
築
す
べ
き
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

　
　
　

交
付
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

高
齢
者
介
護
施
設(

入
所
系
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
施
設)

全
職
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を

第
６
期
障
害
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の

答
申
を
踏
ま
え
検
討
す
る

国
・
県
の
主
導
で
検
査
体
制
を

構
築
す
べ
き

再
発
防
止
に
取
り
組
み
、

信
頼
回
復
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む

令
和
４
年
４
月
を
前
提
に
見
直
し
、

　
　
　

王
寺
幼
稚
園
を
廃
園
と
す
る

北村 達夫 議員
（無所属）

か
ら
４
級
）、
奈
良
県
療
育

手
帳
Ｂ
（
Ｂ
１
・
Ｂ
２
）
認

定
者
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
は
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
方
々
の
中
で
、
特
に

身
体
障
害
者
の
方
に
と
っ

て
は
、
住
ん
で
い
る
地
域

に
よ
っ
て
最
寄
り
の
バ
ス
停

イ
系
施
設
の
約
１
０
０
名
）

に
実
施
さ
れ
た
い
。

楠本 勝 議員
（無所属）

①
学
校
の
長
期
休
業

後
の
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
ケ
ア
と
学
習
保
障

の
た
め
の
人
材
確
保
②
令

和
４
年
度
開
校
の
義
務
教

育
学
校
の
ク
ラ
ス
人
数
が

現
行
よ
り
密
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

状
況
（
令
和
元
年
度
）
は
、

交
付
者
数
２
０
２
名
、
延

べ
１
万
１
千
枚
の
利
用
券

を
支
給
（
内
、
利
用
枚
数

５
千
２
０
８
枚
、
利
用
率

47
・
３
％
）
し
て
い
る
。
県

内
の
他
市
町
村
の
状
況
（
８

月
末
現
在
）
は
、
39
市
町

村
中
31
市
町
村
で
交
付

（
内
、
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
ま
で
を
対
象
と
し
て
い

る
の
は
、
大
和
郡
山
市
と
三

郷
町
で
残
り
の
29
市
町
村

教
育
長
　
①
児
童
生

徒
の
心
と
身
体
の
ケ

ア
と
し
て
、
小
学
校
に
特
別

支
援
教
育
支
援
員
、
小
中

学
校
に
心
の
教
室
相
談
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

を
配
置
し
て
い
る
。
学
び
の

保
障
と
し
て
、
小
中
学
校
に

い
き
い
き
プ
ラ
ン
講
師
、
中

学
校
に
教
員
免
許
を
持
っ

た
常
勤
講
師
を
配
置
し
て

い
る
。
教
員
の
負
担
軽
減
と

し
て
、
小
中
学
校
に
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
等
に

加
え
、
新
た
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

は
、
本
町
と
同
じ
身
体
障

害
者
１
・
２
級
が
対
象
。
身

体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
と

３
級
の
障
害
の
程
度
を
歩

行
に
お
け
る
下
肢
の
障
害

の
程
度
で
見
る
と
、
１
・
２

級
は
両
足
に
、
３
級
は
片
足

に
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る

場
合
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

体
幹
の
機
能
障
害
で
見
る

と
、
１
級
は
座
っ
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
２
級
は

立
ち
上
が
る
こ
と
が
困
難
、

３
級
は
歩
行
が
困
難
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
障
害
の

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配

置
す
る
。
ま
た
、
放
課
後
に

「
雪
丸
ま
な
び
塾
」
を
無
料

で
開
設
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も

検
温
補
助
や
学
習
支
援
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

②
１
学
級
あ
た
り
の
児
童

生
徒
数
は
、
各
学
年
に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
数
に

よ
っ
て
変
動
す
る
。
現
在
、

北
小
学
校
は
各
学
年
と
も

２
学
級
だ
が
、
仮
に
存
続

し
た
場
合
、
将
来
的
に
は
１
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容
は
ど
の
よ
う
に
保
護
者

等
に
周
知
す
る
か
。

ず
つ
の
編
成
が
可
能
と
な

る
。
②
小
学
１
年
生
全
体

の
人
数
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
４

割
程
度
が
同
じ
幼
稚
園
か

ら
入
学
で
き
る
。
③
幼
稚
園

に
お
け
る
集
団
生
活
に
お
い

て
、
協
調
性
、
社
会
性
を
育

み
、
次
の
義
務
教
育
学
校
に

そ
の
取
組
を
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、

保
護
者
へ
は
、
町
の
方
針
と

し
て
、
①
令
和
４
年
４
月
の

義
務
教
育
学
校
の
校
区
に

合
わ
せ
て
町
立
幼
稚
園
を
３

園
か
ら
２
園
に
再
編
す
る
。

（
王
寺
幼
稚
園
は
廃
園
）
②

町
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
新

給
食
調
理
場
を
活
用
し
た

給
食
を
実
施
す
る
。
③
預
か

り
保
育
の
実
施
日
数
を
確

保
す
る
等
を
周
知
す
る
。
ま

た
、
保
護
者
の
ご
心
配
等
を

解
消
す
る
た
め
に
Ｑ
＆
Ａ
を

作
成
（
町
公
式
サ
イ
ト
に
掲

載
）
し
、
各
幼
稚
園
を
通
じ

て
丁
寧
に
説
明
を
す
る
。

【
要
望
】
方
針
決
定
後
は
、

速
や
か
に
保
護
者
に
情
報

を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
教
育
〕

学
年
１
学
級
で
40
人
規
模

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
義
務
教
育
学
校
両
校

と
も
、
今
後
、
児
童
生
徒

数
の
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
、

35
人
学
級
編
成
を
想
定
し

た
普
通
教
室
数
を
確
保
し
、

か
つ
、
多
目
的
教
室
等
を

設
け
１
学
年
１
ク
ラ
ス
の
普

通
教
室
へ
の
転
用
が
可
能

な
計
画
で
あ
り
、
現
行
よ

り
密
に
な
る
と
は
言
え
ず
、

義
務
教
育
学
校
の
学
校
規

模
は
、
将
来
を
見
越
し
た

適
正
な
も
の
で
あ
る
。

き
額
と
同
額
が
徴
収
さ
れ
、

６
１
７
４
人
分
が
誤
徴
収
と

な
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
業
務
チ
ェ
ッ
ク
体
制
及
び

人
員
体
制

②
誤
徴
収
の
対
応
に
要
し
た

費
用
と
費
用
執
行
先

③
再
発
防
止
策

誤
徴
収
の
返
金
等
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
住
民
の
方

に
対
し
て
早
急
な
対
応
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

一
連
の
事
務
処
理
が
終
わ

り
、
処
理
に
要
し
た
費
用
が

確
定
し
た
時
点
で
、「
町
分

限
懲
戒
審
査
委
員
会
」
で

厳
正
な
処
分
を
し
、
処
分

内
容
は
公
表
す
る
。
③
（
１

点
目
）
係
全
員
が
各
種
業
務

の
意
味
や
重
要
性
を
再
認

識
し
、
そ
の
処
理
を
す
る
こ

と
・
し
な
い
こ
と
で
ど
の
よ

う
な
影
響
が
生
じ
る
の
か

等
を
情
報
共
有
す
る
。（
２

点
目
）
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
よ
く

確
認
し
、
確
実
に
処
理
を
す

る
。（
３
点
目
）
係
員
は
年

間
の
各
種
処
理
の
完
了
を

「
見
え
る
化
」
さ
せ
る
た
め
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
記
入

し
係
長
に
そ
の
都
度
報
告
、

係
長
は
そ
の
完
了
を
確
認

す
る
。
ま
た
、
必
要
な
デ
ー

タ
が
期
限
ま
で
に
相
手
先
へ

送
信
し
な
か
っ
た
場
合
、
相

手
先
か
ら
連
絡
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
求

め
て
い
く
。（
４
点
目
）
今
回

の
よ
う
な
年
に
一
度
の
重
要

な
シ
ス
テ
ム
操
作
は
、
２
人

で
行
い
、
送
受
信
の
確
認
作

業
を
徹
底
し
、
確
認
日
時

を
記
録
、
課
長
が
確
認
す

る
。
今
回
、
重
大
な
事
態
を

招
い
た
こ
と
に
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
、
今
後
は
、
組
織

全
体
で
再
発
防
止
に
取
り

組
み
、
信
頼
回
復
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
。

ま
で
の
移
動
に
不
便
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
る
。

そ
こ
で
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
」
交
付
対
象
者
に

「
バ
ス
定
期
券
」
と
同
じ
く

身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者

（
３
級
か
ら
４
級
）
も
対
象

に
加
え
る
よ
う
に
検
討
で

き
な
い
か
伺
う
。

程
度
に
差
が
あ
る
も
の
の
、

歩
行
に
お
い
て
何
ら
か
の

支
障
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
本
町
の
地
域
特
性
と

し
て
高
台
の
住
宅
地
も
あ

り
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら

坂
道
を
利
用
さ
れ
る
方
も

少
な
く
な
い
。
ま
た
、
奈

良
交
通
西
大
和
営
業
所
が

所
有
す
る
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
の
割
合
も
約
６
割
程
度

で
運
行
も
不
定
期
で
あ
る
。

第
６
期
障
害
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。
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平
井
町
長
２
期
目
の

任
期
も
残
り
半
年

余
り
。
今
期
も
、「
人
と
ま

ち
が
き
ら
め
く
和 （
や
わ

ら
ぎ
）
の
ふ
る
さ
と
王
寺
」

の
実
現
を
目
指
し
、
諸
施

策
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、「
街
の
住
み
こ
こ
ち

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
９
関
西

町
長　

く
ら
し
満
足

度
向
上
の
た
め
の
諸

施
策
に
対
し
、
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
強
い
信
念
で
、
次
の
重

要
な
４
本
の
柱
①
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
②
教
育

の
町
の
実
現
③
王
寺
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
④
観
光

振
興
の
取
組
を
公
約
と
し
、

３
選
に
向
け
た
出
馬
表
明

と
し
た
い
。
ま
た
、
中
期
財

政
計
画
に
つ
い
て
は
、
毎
年

検
証
し
て
改
定
し
、
総
合

計
画
に
掲
げ
た
事
業
の
実

現
可
能
性
や
優
先
順
位
を

適
宜
、
議
会
と
相
談
し
な

が
ら
計
画
的
に
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

住
民
福
祉
部
長　

６
月
議
会
を
目
標
に

本
年
３
月
に
手
話
に
関
わ

る
方
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
た
め
会
議
を
予
定
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
な
り
９
月
議
会
に
変
更

し
た
。
勉
強
会
は
７
月
に

開
催
し
、一
般
参
加
者
３
名
、

聴
覚
障
害
者
５
名
ら
合
計

20
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み

①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

の
充
実

②
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
手
話

体
験
コ
ー
ナ
ー
設
置

③
広
報
紙
の
連
載
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
手
話
動
画
の

掲
載

④
観
光
旅
行
者
や
滞
在
者

へ
の
対
応
と
し
て
、
宿
泊
施

設
等
の
従
業
員
へ
の
挨
拶

程
度
の
研
修

去
る
昨
年
12
月
定
例

会
に
お
い
て
提
案
し

た
本
条
例
制
定
は
今
年
６

月
定
例
会
を
目
標
に
手
話

言
語
条
例
を
制
定
す
る
と

回
答
を
得
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
会
議
も
遅
れ
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
も
再
開
で
き

⑤
職
員
の
研
修

⑥
避
難
所
で
の
対
応
で
は

案
内
看
板
の
設
置
な
ど
、

ま
た
、
将
来
的
に
手
話
が

で
き
る
職
員
の
配
置

⑦
学
校
等
に
お
け
る
理
解

の
促
進
と
し
て
小
・
中
学

校
の
教
育
の
中
に
手
話
に

触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
な
ど
。

圏
・
自
治
体
部
門
」
で
王

寺
町
が
６
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
く
、「
く
ら
し
満
足
度
県

内
ト
ッ
プ
」
を
目
標
と
す

る
平
井
町
政
の
成
果
の
あ

ら
わ
れ
と
し
て
、
王
寺
町

の
人
口
増
に
も
繋
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
っ
た
が
本
議
会
に
お
い

て
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
条
例

は
手
話
が
言
語
で
あ
る
と

の
認
識
に
基
づ
き
、
ろ
う
者

と
ろ
う
者
以
外
の
者
が
共

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
を
目
的
と
さ
れ
て

い
る
。
手
話
へ
の
理
解
や
、

普
及
促
進
、
手
話
を
利
用
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
生

活
環
境
の
急
激
な
変
化
は
、

児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
を
増

大
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
中
、
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
出
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
、
外
出
の

町
長　

人
口
減
少

に
よ
る
税
収
減
が
避

け
ら
れ
な
い
中
、
観
光
産

業
を
育
成
す
る
こ
と
で
新

た
な
起
業
、
雇
用
の
創
出

に
よ
る
財
源
の
確
保
が
必

要
と
判
断
し
た
。
平
成
26

年
に
観
光
協
会
を
設
立
し
、

達
磨
寺
と
明
神
山
を
重
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
中
の
児
童
虐
待
に
つ
い
て

町
長
任
期
最
終
年
と
な
っ
た

　
　
　
　

平
井
町
政
の
今
後
に
つ
い
て

観
光
振
興
の
実
績
と
展
望

手
話
言
語
条
例
の
生
か
し
方
に
つ
い
て

対
象
児
童
な
ど
の
状
況
を

　
　
　
　
　
　

定
期
的
に
確
認

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

３
期
目
へ
の
出
馬
を
決
意

達
磨
寺
・
明
神
山
・
鉄
道
・
大
和
川
を
活
用

手
話
へ
の
理
解
、
普
及
促
進
、

手
話
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

な
地
域
資
源
と
位
置
付
け
、

魅
力
向
上
を
図
っ
た
。
そ
し

て
、
町
外
か
ら
の
集
客
も

見
込
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
を
始
め

た
。
課
題
と
し
て
、
観
光

事
業
に
は
広
域
連
携
と
多

様
な
関
係
者
の
協
働
が
重

要
で
あ
り
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

観
光
施
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

①
町
長
就
任
７
年
半
の
観

光
振
興
の
振
り
返
り
。

②
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の
今

後
の
観
光
事
業
。

③
令
和
８
年
の
町
制
百
周

年
を
記
念
す
る
観
光
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
の
構
想
。

小山 郁子 議員
（日本共産党）

玉守 数叔 議員
（無所属）

こ
ど
も
未
来
部
長　

①
虐
待
対
応
件
数

は
、
令
和
２
年
４
月
以
降

に
新
た
に
受
理
し
た
件
数

は
２
件
、
対
象
児
童
数
の
２

人
を
含
め
21
件
、
対
象
児

童
数
は
40
人
。
新
た
な
２

件
の
う
ち
１
件
は
高
田
こ

ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
も
う
１
件
は
西
和

警
察
署
か
ら
通
告
が
あ
っ

た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
緊
急
事

態
宣
言
後
の
本
町
の
児
童

大久保 一敏 議員
（無所属）

ま
た
、「
王
寺
町
総
合
計
画
」

の
前
期
基
本
計
画
に
あ
わ

せ
た
「
第
２
期
王
寺
町
総

合
戦
略
」
が
本
年
２
月
に

策
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

今
が
計
画
実
現
の
ス
タ
ー

ト
の
時
と
考
え
ま
す
。
３

期
目
を
迎
え
ら
れ
る
来
年

に
は
、
是
非
と
も
出
馬
さ

沖　優子 議員
（無所属）

自
粛
が
求
め
ら
れ
た
陰
で
、

児
童
虐
待
が
起
き
て
い
る

可
能
性
を
専
門
家
は
指
摘

し
て
い
る
。
加
害
者
の
更
正

を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
調
べ
で
は
、
４
月
以
降
の

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

件
数
が
昨
年
に
比
べ
て
増

加
し
た
と
の
報
告
。
①
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て

以
降
の
王
寺
町
の
児
童
虐

待
の
実
態　

②
11
月
の
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
に
、

近
隣
自
治
体
の
広
陵
町
が

実
施
し
て
い
る
役
場
の
入

口
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

よ
う
な
ツ
リ
ー
を
置
き
、
そ

れ
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
つ

け
て
啓
発
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

虐
待
の
対
応
件
数
は
１
件
。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に

２
件
の
通
報
が
あ
っ
た
が
、

初
期
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
児
童
虐
待
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

②
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
も

考
慮
し
な
が
ら
、
町
内
設

置
の
す
べ
て
の
雪
丸
フ
ィ

ギ
ュ
ア
を
活
用
し
広
く
啓

発
し
た
い
。
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
や
早
期
対
応
の
た

め
、
地
域
の
様
々
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
総
動
員
し
、
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
や
家

庭
へ
の
対
応
を
迅
速
か
つ

確
実
に
す
る
た
め
、
全
町

的
な
体
制
で
取
り
組
む
。

れ
、
更
な
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
町
政
運
営
に
向
け

て
、「
中
期
財
政
計
画
」
の

事
業
の
優
先
順
位
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
か
れ
る

か
、
来
期
へ
の
決
意
と
併

せ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

や
す
い
環
境
整
備
を
目
的

と
し
手
話
通
訳
を
行
う
人

材
育
成
も
行
わ
れ
て
い
る
。

手
話
に
よ
っ
て
脳
機
能
や
言

語
力
が
発
達
し
、
通
称
『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
こ
め
っ
こ
』
の
河
崎
佳

子
、
神
戸
大
学
大
学
院
教

授
ら
研
究
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
り
手
話
の
力
を
評

価
さ
れ
、
学
習
指
導
要
領

に
手
話
に
よ
る
教
育
が
明

記
さ
れ
た
ら
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
手
話
言

語
条
例
の
具
体
的
な
生
か

し
方
に
つ
い
て
伺
う
。

の
よ
う
な
も
の
が
不
可
欠

で
あ
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下

の
今
後
の
観
光
振
興
に
つ

い
て
は
現
在
、
王
寺
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
飲
食
業
が

大
幅
な
売
上
減
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
こ
の
事
業
者

を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
プ
レ
ミ
ア
ム
回
数
券
を

発
行
し
た
。
さ
ら
に
、
業

種
を
限
定
せ
ず
に
幅
広
く

事
業
者
を
応
援
す
る
意
味

で
、
全
住
民
の
皆
様
に
１
人

１
万
円
の
地
域
振
興
券
を

発
行
す
る
な
ど
、
全
力
で

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
入
込

観
光
に
つ
い
て
は
当
面
、
国

内
近
隣
か
ら
奈
良
を
訪
れ

る
方
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

そ
れ
に
対
応
し
た
観
光
施

策
が
必
要
で
あ
る
。
他
に

も
、
新
た
な
移
動
サ
ー
ビ

ス
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
等
に
も
取
組

み
た
い
。
令
和
８
年
の
町

制
百
周
年
で
は
、
明
神
山

の
活
用
策
と
し
て
、
明
神

山
か
ら
世
界
遺
産
を
巡
る

ツ
ア
ー
の
企
画
、
ま
た
修
学

旅
行
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
、
数
年
後
に
は

空
飛
ぶ
車
が
実
用
化
見
込

み
で
、
空
飛
ぶ
観
光
タ
ク

シ
ー
が
で
き
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
。
鉄
道
の
ま
ち

王
寺
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｌ
を
活

用
し
た
い
。
夢
と
し
て
は
、

万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線
を
経
由

し
奈
良
盆
地
を
一
周
す
る
特

別
運
行
の
実
現
、
さ
ら
に
、

舟
戸
児
童
公
園
の
Ｄ
51
を

駅
南
口
広
場
に
移
設
し
、

新
橋
に
匹
敵
す
る
よ
う
な

広
場
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。



1617

2020年（令和２年）11月　王寺町議会だより　第135号

特
定
空
家
等
に
認
定

さ
れ
た
家
屋
（
本
町

２
丁
目
）
が
町
の
行
政
代
執

行
に
よ
り
解
体
撤
去
さ
れ
、

近
隣
住
民
の
方
々
は
安
心
さ

れ
た
こ
と
と
思
う
。
現
在
、

特
定
空
家
等
に
は
認
定
さ
れ

な
い
が
、
防
災
上
、
衛
生
上

の
問
題
が
あ
る
空
き
家
は
増

空
き
家
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

自
治
会
一
斉
調
査
を
実
施
し
空
き
家
デ
ー
タ

を
更
新
・
特
定
空
家
等
の
認
定
を
行
う

理
事
　
平
成
27
年

よ
り
町
独
自
の
基
準

で
空
き
家
の
判
別
を
行
い
、

平
成
27
年
実
施
の
一
斉
調

査
で
、
２
９
３
戸
の
空
き

家
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。

毎
年
更
新
を
重
ね
、
現
時

点
で
２
６
７
戸
の
戸
建
て

空
き
家
を
確
認
し
て
い
る
。

本
町
、
久
度
地
区
で
町
内

空
き
家
全
体
の
半
分
を
占

め
、
次
い
で
畠
田
地
区
と

な
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら

の
住
宅
地
で
空
き
家
が
多

い
。
空
家
特
措
法
の
規
定

加
傾
向
に
あ
る
。
本
町
の
空

き
家
の
状
況
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

一 般 質 問

平
成
29
年
３
月
に

国
民
健
康
保
険
法

施
行
規
則
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
被
保
険
者
の
み
の
世

帯
の
高
額
療
養
費
支
給
申

請
に
つ
い
て
、
市
町
村
の

判
断
で
申
請
手
続
き
の
簡

素
化
が
可
能
と
な
っ
た
。

高
額
療
養
費
制
度

高
齢
者
の
申
請
手
続
き
簡
素
化
に
つ
い
て

課
題
解
決
に
向
け
た
要
望
を

　
　
　

県
医
療
保
険
課
に
行
っ
て
い
く

今
ま
で
は
、
そ
の
都
度
窓

口
で
申
請
さ
れ
て
い
た
が
、

申
請
は
初
回
の
み
と
な
り
、

そ
の
後
は
登
録
し
た
口
座

に
自
動
振
込
さ
れ
る
事
に

な
る
と
高
齢
者
の
負
担
軽

減
と
な
る
。
ま
た
、
窓
口

で
の
申
請
を
減
ら
す
こ
と

で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

に
基
づ
き
平
成
29
年
１
月

に
法
定
協
議
会
を
設
置
、

同
年
５
月
に
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
。
協
議
会
で

は
、
特
定
空
家
等
の
認
定

に
関
し
て
意
見
を
も
ら
い
、

計
画
策
定
の
際
に
は
、
専

門
的
見
地
か
ら
の
意
見
を

述
べ
て
い
た
だ
き
計
画
を

策
定
。
計
画
に
は
、
空
き

家
調
査
の
方
針
や
空
き
家

化
の
予
防
、
空
家
等
の
流

通
及
び
利
活
用
等
の
取
組

み
を
掲
げ
、
現
在
、
様
々

な
施
策
に
取
組
ん
で
い
る
。

鎌倉 文枝 議員
（無所属）

住
民
福
祉
部
長　

町
の
現
状
と
し
て
、

昨
年
度
高
額
療
養
費
の

勧
奨
対
象
世
帯
の
う
ち
約

54
％
が
70
歳
以
上
の
被
保

険
者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え

る
。
し
か
し
、
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
自
動
振
込
に

な
る
と
被
保
険
者
が
一
部

負
担
金
を
支
払
っ
て
い
な

い
場
合
で
も
確
認
が
で
き

ず
、
高
額
療
養
費
を
支
給

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
、
公
平
・
公
正
の
観
点

か
ら
現
時
点
で
の
実
施
は

難
し
い
と
考
え
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
の
負
担
を
軽

例
え
ば
、
空
き
家
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
に
同
封
、
住

民
か
ら
の
通
報
内
容
を
所

有
者
に
助
言
及
び
情
報
提

供
と
し
て
通
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
空
き

家
に
つ
い
て
は
、
非
耐
震

の
木
造
住
宅
に
対
し
、
平

成
30
年
度
か
ら
除
去
費
補

助
を
制
度
化
。
さ
ら
に
、

老
朽
化
が
酷
く
危
険
な
状

態
の
空
き
家
に
対
し
て
は
、

国
の
指
針
に
即
し
て
、
平

坂下 早苗 議員
（公明党）

け
る
感
染
症
対
策
と
な
る

こ
と
か
ら
高
額
療
養
費
支

給
申
請
の
簡
素
化
実
施
に

つ
い
て
ご
所
見
を
伺
う
。

成
31
年
２
月
に
空
き
家
５

戸
を
特
定
空
家
等
に
認
定
。

（
現
在
、
全
て
除
却
済
み
）

今
後
、
令
和
２
年
10
月
以

降
に
自
治
会
一
斉
調
査
を

行
い
、
空
き
家
デ
ー
タ
を

更
新
し
特
定
空
家
等
を
認

定
す
る
予
定
。

【
要
望
】
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
ん
だ
管
理
・
指
導
と
除

却
後
の
土
地
固
定
資
産
税

の
住
宅
用
地
特
例
適
用
を

据
置
く
な
ど
の
措
置
を
検

討
さ
れ
た
い
。

全議員研修（防災研修）報告

減
す
る
制
度
と
し
て
は
非

常
に
有
効
で
あ
り
、
こ
の

課
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
簡

素
化
を
実
施
し
た
い
。
県

内
で
も
同
じ
理
由
で
簡
素

化
の
実
施
が
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
た
め
、

こ
の
課
題
解
決
に
向
け
た

要
望
を
県
市
町
村
会
を

通
じ
て
県
医
療
保
険
課
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

町内備蓄倉庫の視察

講義（講師 植村信吉 氏）避難所開設訓練 （段ボールベッド・ワンタッチテントの組み立て ）

実 施 日
　令和２年１０月２２日（木）
出 席 議 員
　１２人（全議員）
研 修 内 容

町内備蓄倉庫の視察
①防災資機材地域備蓄倉庫（葛下）
②久度第２雨水貯留池倉庫
③いずみスクエア防災備蓄倉庫
避難所開設訓練
段ボールベッドとワンタッチテントの組立
講　義
テーマ	「コロナ禍における避難所運営」
講　師：	NPO法人日本防災士会　

本部常任理事　植村 信吉 氏

～ 所　感 ～
町内備蓄倉庫の視察
　地域防災計画に基づき、順次、資機材の確保に努め
られている。有事の際にすぐに活用できるよう、平常時
からの訓練が必要と考える。
避難所開設訓練
　段ボールベッドとワンタッチテントの組み立てを実
際に体験することで、有事の際には、落ち着いて、そし
て、迅速に対応できることを学んだ。
講義
　大規模災害発生時には、避難者自身が避難所を運
営することの必要性や議員は「町民の手本」となる行
動が大切であることを再認識した。
　あらためて、平常時から防災意識を高め、体験を交
えた訓練を繰り返し行うことの重要性を痛感した。

議会議員が自らの手で避難所を開
設・運営するという研修は奈良県下
では先進的な取組であるとのこと。
※日本防災士会のＨＰにも研修報告が掲

載されております。
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この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

〔1〕下記のとおり検索してアクセスする方法
検 索　　王寺町議会　➡　王寺町議会/王寺町　
➡ 本会議インターネット中継

〔２〕右記のＱＲコードから
アクセスする方法

※上記〔１〕〔２〕によりアクセスすると、王寺町公式サイトの町議会のページか
ら外部サイトにリンクします。

〔録画映像〕　　　　　　　　　　　　
令和２年第３回定例会（９月議会）の本会議
 ９月 ７日（月）	 本会議（議事上程等）
 ９月 ８日（火）	本会議（一般質問）
 ９月１６日（水）	 本会議（最終日）
令和２年第５回臨時会
 10月30日（金）	本会議

〔ライブ中継（予定）〕 ※変更の場合は町公式サイトで周知いたします。
※ライブ配信の日から概ね１週間後（土日祝除く）に録画配信いたします。

令和２年第４回定例会（１２月議会）の本会議
　１２月 ７日（月）	 午前１０時００分～	 本会議（議事上程等）
　１２月 ８日（火）	 午前 ９時３０分～	 本会議（一般質問）
　１２月１５日（火）	 午前１０時００分～	 本会議（最終日）

視 聴 方 法

★役場１階表玄関のテレビでもライブ配信（生放送）を実施いたします。

王寺町議会の本会議を　
いつでも　どこでも
スマホ・タブレット・パソコンで
視聴できます！

 現　在
配信中

)))))))))))))))))))))))))))))))


